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「企業法務Matching ローライブラリー」の開所式典。左か
ら北大法科大学院長・野田耕志氏、法学部長・佐々木雅寿
氏、Matching 社代表社員・久保智人氏、同社業務執行社
員の草薙平氏と前岡政勝氏（１月 30日、北大法学部で）

「企業法務Matching ローライブラリー」内で
の記念写真
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企
業
法
務
Ｍ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
合
同
会
社
が

北
大
図
書
室
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
取
得

■️
自
社
の
冠
を
つ
け
企
業
法
務
の
人
材
育
成
を
後
押
し

わ
ら
直
売
所
を
営
む「
は
る
き
ち
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
」の
小
林
卓
也
さ
ん
は
、

夏
場
の
花
形
作
物
と
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
出
荷
・
販
売
し
て
い
る
。

「
長
期
間
に
わ
た
っ
て
収
穫
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ

の
食
害
が
ジ
ワ
ジ
ワ
増
え
て
き
た
。
お
盆

こ
ろ
ま
で
は
発
生
せ
ず
、
そ
れ
以
降
に
９

割
ほ
ど
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
被
害
が
出
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
」な
ど
と
報
告
。

　

千
歳
市
に
あ
る
地
球（
ガ
イ
ア
）農
場
の

南
亘
さ
ん
は
、
販
売
収
支
な
ど
の
デ
ー
タ

を
示
し
な
が
ら
、
有
機
栽
培
向
け
の
防
除

法
に
つ
い
て
、
こ
う
紹
介
し
た
。

「
生
育
の
促
進
と
病
気
を
防
ぐ
た
め
有
機

に
も
使
え
る
防
除
資
材
を
ド
ロ
ー
ン
を

使
っ
て
散
布
し
て
い
る
。
メ
リ
ッ
ト
は

（
ド
ロ
ー
ン
か
ら
降
り
て
く
る
）風
に
よ
っ

て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
受
粉
が
促
進
さ
れ
、

先
端
部
の
不
稔
を
軽
減
で
き
る
こ
と
で

す
」

　

栗
山
町
の
種
苗
会
社「
タ
ネ
シ
ョ
ウ

シ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」の
水
谷
澄
人

さ
ん
は
、
近
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培

で
は
、
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
な
ど
蛾
に
よ
る
食

害
以
外
に
も
、
高
温
傾
向
に
よ
っ
て
萎
び

た
り
、
先
端
部
が
実
ら
な
い
現
象
が
起
き

て
い
る
事
例
を
紹
介
。
気
候
変
動
に
対
応

し
た
品
種
選
定
な
ど
を
助
言
し
た
。

　

参
加
者
と
の
質
疑
の
中
で
は
、
食
害
を

お
よ
ぼ
す
、
さ
ま
ざ
ま
な
蛾
の
生
態
に
関

す
る
質
問
が
相
次
ぎ
、
野
菜
類
の
被
害
事

例
の
紹
介
な
ど
が
続
い
た
。

「
キ
ツ
ネ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
に
食
べ
ら
れ
る

の
で
、
今
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
作
っ
て
い

な
い
が
、
生
分
解
マ
ル
チ（
微
生
物
の
働

き
で
水
と
二
酸
化
炭
素
に
分
解
さ
れ
る
環

境
に
優
し
い
農
業
用
フ
ィ
ル
ム
）の
情
報

が
ほ
し
い
。
３
年
ほ
ど
前
か
ら
ト
マ
ト
キ

バ
ガ（
ア
メ
リ
カ
原
産
の
農
業
害
虫
）が
来

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ど
う
す
る
と
防

げ
る
の
か
」（
新
篠
津
村
の
有
機
農
家
）と

い
っ
た
声
も
あ
り
、
講
師
や
報
告
者
が
丁

寧
に
対
応
策
を
説
明
。
気
候
変
動
や
生
態

系
の
変
化
に
と
も
な
う
食
害
対
策
や
防
除

資
材
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
、
農
閑
期
に

じ
っ
く
り
問
題
意
識
を
深
め
る
場
に
な
っ

て
い
た
。

　

※
２
月
17
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
農

水
省
の
促
進
事
業
の
一
環
で「
有
機
農
業

セ
ミ
ナ
ー
」が
北
大
学
術
交
流
会
館
で
開

か
れ
る
。
同
大
大
学
院
農
学
研
究
院
の
小

林
国
之
准
教
授
の
基
調
講
演
と
有
機
農
家

や
赤
井
川
村
の
担
当
者
ら
の
事
例
報
告
な

ど
を
予
定
。
参
加
費
は
無
料
。
問
い
合
わ

せ
は
北
海
道
農
政
事
務
所（
☎
：
０
１
１
・

３
３
０
・
８
８
０
７
）ま
で
。

　
　
　

   （
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治
）

　

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
を
テ
ー
マ
に
し
た

道
内
の
有
機
農
業
団
体
に
よ
る
合
同
研
修

会
が
１
月
20
日
、
札
幌
市
内
の
北
海
道
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　

幼
虫
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
茎
や
穂
の
中

に
侵
入
し
て
芯
や
実
を
食
べ
荒
ら
し
、
収

量
低
下
な
ど
を
引
き
起
こ
す
蛾
の
一
種

「
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
」が
、
気
候
変
動
の
影
響

に
よ
る
環
境
変
化
に
よ
っ
て
増
え
て
い
る

事
態
を
受
け
、
生
産
現
場
か
ら
の
事
例
報

告
な
ど
を
基
に
対
応
策
を
探
っ
た
。

　

農
林
水
産
省
の「
有
機
農
業
新
規
参
入

促
進
事
業
」の
枠
組
み
を
活
用
し
、
こ
れ

か
ら
の
有
機
農
業
に
必
要
な
技
術
や
経
営

ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
あ
う
催
し
で
、
昨
秋

の
前
回
研
修
会
で
は
、
千
歳
市
内
の
有
機

農
場
で
ド
ロ
ー
ン
や
自
動
操
舵
な
ど
ス

マ
ー
ト
農
業
の
実
装
現
場
を
見
学
済
み
。

今
回
も
ま
た
、
北
海
道
有
機
農
協
や
Ｍ
Ｏ

Ａ
自
然
農
法
文
化
事
業
団
な
ど
４
団
体
で

つ
く
る
チ
ー
ム
が
企
画
し
、
石
狩
管
内
の

農
業
関
係
者
ら
60
人
余
り
が
参
加
し
た
。

　

講
師
の
農
研
機
構
中
央
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
上
級
研
究
員
の
石
島
力
さ
ん
が
ア
ワ

ノ
メ
イ
ガ
の
生
態
や
発
生
状
況
、
防
除
方

法
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
あ
と
、
事
例

報
告
が
行
な
わ
れ
た
。

　

石
狩
市
内
で
有
機
野
菜
づ
く
り
の
か
た

　

企
業
法
務
Ｍ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
合
同
会

社（
本
社
札
幌
・
以
下
Ｍ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ

ｇ
社
）は
、
北
海
道
大
学
と
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ（
施
設
命
名
権
）契
約
を
締
結
、
こ

の
１
月
か
ら
同
大
法
科
大
学
院
学
生
専
用

図
書
室
が「
企
業
法
務
Ｍ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ

ｇ
ロ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」と
し
て
運
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
北
大
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
は
10
例
目
で
、
法
学
部
施
設
と

し
て
は
初
め
て
。
運
用
期
間
は
30
年
12
月

末
ま
で
の
５
年
間
。

　

Ｍ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
社
は
、
道
内
の
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
法
務
担
当
者
が
副
業
で
２

０
２
０
年
１
月
に
設
立
し
た
企
業
法
務
の

啓
発
、
普
及
を
目
的
に
し
た
合
同
会
社
。

北
海
道
を
中
心
に
全
国
の
企
業
や
士
業
に

向
け
て
経
営
顧
問
や
法
務
研
修
を
行
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
大
学
や
専
門
学
校
と
連
携

し
て
学
生
に
企
業
法
務
の
講
義
や
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
、
将
来
の
法
務
人
材
の
育
成

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

北
大
で
は
地
域
活
性
化
、
人
材
定
着
へ

の
寄
与
、
教
育
研
究
環
境
向
上
の
た
め
安

定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
な
ど
を
目
的
に
、

23
年
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
を
導

入
。
今
回
は
法
科
大
学
院
図
書
室
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
公
募
し
、
選
考
を
経
て

同
社
が
昨
年
12
月
11
日
に
パ
ー
ト
ナ
ー
に

選
ば
れ
、
契
約
を
締
結
し
た
。

　

１
月
30
日
に
北
大
法
学
部
で「
企
業
法

務
Ｍ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ロ
ー
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」の
開
設
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ
、

北
大
大
学
院
法
学
研
究
科
の
佐
々
木
雅
寿

科
長
・
法
学
部
長
は
、「
企
業
法
務
Ｍ
ａ
ｔ

ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ロ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
愛
称

が
多
く
の
学
生
に
親
し
ま
れ
、
定
着
す
る

よ
う
に
努
め
た
い
。
法
科
大
学
院
生
が
同

社
の
理
念
を
深
く
理
解
し
、
法
律
実
務
家

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
祈
念
し
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　

同
社
の
久
保
智
人
代
表
社
員
は
、「
当
社

に
在
籍
し
て
い
る
14
人
の
メ
ン
バ
ー
は
全

員
副
業
で
、
約
１
６
０
社
の
経
営
顧
問
や

法
律
ア
ド
バ
イ
ス
、
研
修
な
ど
を
積
み
重

ね
て
き
た
。
企
業
法
務
に
関
す
る
後
進
を

育
て
る
教
育
、
養
成
に
も
力
を
入
れ
、
北

大
と
の
交
流
の
中
で
命
名
権
を
取
得
し
た
。

法
科
大
学
院
生
に
は
法
曹
界
だ
け
で
な
く
、

企
業
や
団
体
の
法
務
業
務
も
進
路
の
選
択

肢
と
し
て
啓
発
が
出
来
た
ら
と
願
う
」と

話
し
た
。

「
企
業
法
務
Ｍ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ロ
ー
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
」（
約
46
㎡
）に
は
、
約
６
千

冊
の
蔵
書（
禁
貸
出
）が
あ
り
、
デ
ス
ク
４

台
と
判
例
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
パ
ソ
コ
ン
２
台
、
コ
ピ
ー
機
が
設

置
さ
れ
、
常
時
数
人
の
利
用
者
が
い
る
と

い
う
。
法
学
研
究
科
の
学
生
数
は
１
２
０

人
で
、
25
年
秋
の
司
法
試
験
合
格
率
は

35
・
14
％
で
全
国
11
位
。
在
学
生
の
合
格
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気
候
変
動
で
蛾
に
よ
る
食
害
拡
大

有
機
農
業
の
対
応
策
を
模
索
す
る

■️
農
水
省
の
事
業
を
活
用
し
て
札
幌
で
研
修
会
を
開
催

石狩管内の有機農業関係者を中心に 60人余りが参加した

率
は
31
・
43
％
、
全
国
23
位
だ
が
、
修
了

生
の
合
格
率
は
38
・
46
％
で
全
国
２
位
と

な
っ
た
。
北
大
法
科
大
学
院
で
は
全
国
２

位
に
な
っ
た
こ
と
を“
快
挙
”と
捉
え
て
お

り
、
継
続
で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
る

考
え
。

　

Ｍ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
社
は
、
グ
ル
―
プ

と
し
て
24
年
３
月
に
手
数
料
無
料
の
事
業

承
継
を
手
掛
け
る
一
般
社
団
法
人
バ
ト
ン

を
設
立
し
た
ほ
か
、
こ
の
１
月
に
は
、
一

般
社
団
法
人
リ
ー
ガ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
を
立
ち

上
げ
た
。
リ
ー
ガ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
Ｍ
ａ

ｔ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
社
と
連
携
し
な
が
ら
北
海

道
の
法
務
啓
発
、
法
務
レ
ベ
ル
を
深
堀
り

し
て
い
く
の
が
目
的
で
、
大
学
の
教
授
や

企
業
の
法
務
部
門
担
当
者
、
弁
護
士
が
集

ま
り
、
道
内
企
業
法
務
の
情
報
交
換
、
勉

強
会
を
実
施
す
る
。　
　
（
佐
久
間
康
介
）


